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キ
ー
ワ
ー
ド

・
伝
承
の
民
話

・
語
り
聞
く

・
土
着
の
魂
／
旅
人
の
眼

・
記
録
映
像

解
説　
こ
の
映
像
は
、
宮
城
県
を
中
心
と
す
る
伝
承
の
語
り
手
に
よ
る
民
話
の
音
声
・
映
像
記
録
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

地
域
の
共
有
財
産
と
し
て
公
開
・
活
用
し
て
い
く
事
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
事
業
の
中
で
、
伊
具
郡
丸
森
町
の

佐
藤
秀
夫
さ
ん
・
松
崎
せ
つ
子
さ
ん
の
語
り
を
島
津
信
子
･
み
や
ぎ
民
話
の
会
を
聞
き
手
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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高きお山さ―若死にした兄弟姉妹と母（19分）
軍国少年少女と軍国の母の涙（8分）
二人の兄の思い出―八十年前の家族写真（16分）
血を流した草刈り観音さま（11分）
くまきちと鬼婆―味噌の化け物（10分）
弁当を持たせられない子どもたち（13分）
消えた六部と姥沢火（6分）
下駄を探してカッコウになった子ども（5分）
屋敷跡から骨が出る―姥沢火・電灯・ランプ（13分）
極楽を見た男―一条喜代太と隠し念仏（14分）
女わらしと頭のない塩引き（8分）
キツネに化かされて川を渡る（11分）
キツネ捕り勘左衛門とキツネたち（7分）
かみそりキツネ（9分）
花咲く野原のしゃれこうべ（12分）
「鬼は内」と豆まきする家（9分）
飯食ねぇ嫁ご―下食坂と銭洗井戸のいわれ（10分）
屁ったれ嫁ご―屁の話いろいろ（20分）
サルの恩返し―子育てを手伝うサル（7分）
あんどーん―炭焼親子と化け物（9分）

❶
❷
❸
❹
⑤
❻
❼
⑧
❾
⑩

⑭
⑮
⑯
⑰
⑱

⑳
※○は定型の昔話、●はその他の話です。

佐
藤
秀
夫（
さ
と
う 

ひ
で
お
）・
松
崎
せ
つ
子（
ま
つ
ざ
き 

せ
つ
こ
）

昭
和
７
年（
１
９
３
２
年
）、昭
和
５
年（
１
９
３
０
年
）生
ま
れ
の
二
人
は
従
姉
弟
同
士
で
、丸
森

町
の
五
福
谷
川
を
挟
ん
だ
近
所
で
生
ま
れ
育
つ
。
二
人
の
父
は
山
仕
事
に
従
事
し
、仲
間
が

集
ま
る
と
昔
話
や
世
間
話
に
花
が
咲
い
た
。
昔
の
遊
び
や
手
伝
い
、暮
ら
し
な
ど
共
通
の
話

題
が
多
い
。
秀
夫
さ
ん
は
山
仕
事
な
ど
に
従
事
し
、せ
つ
子
さ
ん
は
小
学
校
教
師
と
し
て
勤

め
た
後
、丸
森
の
民
話
を
伝
承
し
よ
う
と
地
域
を
採
訪
し
、語
る
活
動
を
し
て
い
る
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　いち  じょう　き　  よ　  た

おなご

まんま　か　　　　　　　　　　　　　げ　 じき　ざか　　  ぜに あらい




